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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成26年11月28日(2014.11.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　データ転送が実行中でない場合、またはステップＳ１３の処理の後、ステップＳ１４の
処理が行われる。ステップＳ１４の処理では、応答部２５ｂは、転送情報と切り替え部２
５ｃからの信号をもとに、スレーブ２２－１～２２－ｎが低消費電力状態であるときに、
マスタ２１－１～２１－ｍの何れかから転送命令が発行されたか否かを判定する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　応答部２５ｂには、解析部２５ａで解析され、記憶部２５ｄに格納された転送情報と、
切り替え部２５ｃから、スレーブが低消費電力状態になったことを示す信号ＳＥＬと、ク
ロック信号ＨＣＬＫが入力される。また、応答部２５ｂは、信号ＨＲＥＡＤＹ，ＨＲＥＳ
Ｐ，ＨＲＤＡＴＡを出力する。これらは、スレーブ側から出力されるものと同じ種類の信
号である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８０】
　解析部２５ａには、マスタ側からの命令（どのような転送を行うかなどを示す命令）と
、動作クロックを生成する図示しない回路部からクロック信号ＰＣＬＫが入力される。
　応答部２５ｂには、解析部２５ａで解析され、記憶部２５ｄに格納された転送情報と、
切り替え部２５ｃから、スレーブが低消費電力状態になったことを示す信号ＳＥＬと、ク
ロック信号ＰＣＬＫが入力される。また、応答部２５ｂは、信号ＰＲＥＡＤＹ，ＰＳＬＶ
ＥＲＲ，ＰＲＤＡＴＡを出力する。これらは、スレーブ側から出力されるものと同じ種類
の信号である。



(2) JP 2013-205961 A5 2015.1.22

【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８６】
　（ＡＸＩ適用時のエラー応答回路の信号例）
　図１０は、ＡＸＩ適用時のエラー応答回路の信号例を示す図である。図１０でも、図２
に示したエラー応答回路２５－１内の信号例が示されている。他のエラー応答回路２５－
２～２５－ｎでも同様の信号が用いられる。
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